
ＩＣＴ※1を利用した他職種との連携およびＳＮＳ※2 の利用とそれに伴う 

訪問看護医療情報連携加算の算定について 

 

 

 

連携の目的 

当訪問看護ステーションはリアルタイムで変化するご利用者様の状態に即時対応

するため、ＩＣＴを用いたＳＮＳで他事業所・他職種との情報共有を行っております。

これにより迅速な対応が可能になります。 

 

 

利用に関する同意 

ＳＮＳで情報共有をするにあたり、ご利用者様・ご家族様から事前に同意を得るも

のとします。 

また共有される情報の内容・提供先はご利用者様が任意に指定でき、同意されな

い場合は共有されることはありません。 

同意の範囲については随時変更可能です。 

 

 

共有される情報の範囲 

 バイタルサイン（体温、脈拍、血圧等） 

 病状について 

 処置内容について 

 薬について 

 画像（傷の状態、療養環境） 

 

 

情報の提供先 

 

 主治医 ケアマネジャー 薬剤師 等 



情報の保護・セキュリティ 

 以下の内容を参考とし、適切に管理・運用しています。 

 またＳＮＳはこれらの基準を満たしたサービスを利用しています。 

 

 「医療情報システムの安全管理に関するガイドライン」（厚生労働省） 

 「医療情報連携において、ＳＮＳを利用する際に気を付けるべき事項」 

（一般社団法人保健医療福祉情報安全管理適合性評価協会） 

 

 利用サービス：メディカルケアステーション（ＭＣＳ） 

 

 

連携機関 

 杏クリニック、おのづか在宅クリニック、双泉会クリニックかわごえ 

 居宅介護支援事業所あっぷる、西部診療所在宅介護支援センター 他 （順不同） 

 

 

 

 

以上の事柄を踏まえ、当訪問看護ステーションは同意した該当者に限り、以下の 

加算を算定するものとします。 

 

訪問看護医療情報連携加算  １０００円（月１回、医療保険） 

 

 

 

 

※1 ＩＣＴとは：情報通信技術 

          （Information and Communications Technology の略） 

          コンピュータを利用した通信技術のこと 

 

※2 ＳＮＳとは：social networking service の略 

           インターネット上でユーザー同士がコミュニケーションを行う 

           サービスのこと 

訪問看護ステーション和音 


